
○ごみ量の現状・推移（処理量、処理の流れ等）○今までの減量化・資源化等施策（啓発的な活動、具体的な例）○県内の他市の状況（アンケート結果の報告）○今後の進め方（どのような委員会にしていくか等）○作業スケジュールと進め方○ごみ減量化・資源化の方策　・　減量化・資源化について、廃棄物を特定するのか　・　特定するとしたら何にするのか　・　どんな方法で減量化・資源化するか（具体的な方法）○数値目標を設定するか○ごみ減量化・資源化　・　減量化具体案の検討　・　資源化具体案の検討○市民からのアイデアの検討　・　実効性のある方策か【3回】
【1回】【2回】
伊那市ごみ減量化・資源化推進委員会の作業スケジュール（案）委員会 委員会での検討事項

【４回】以降



確認又は提案内容 確認又は協議の結果月1回程度の開催でよいか。委員会の開催を初旬、中旬、下旬又は、この日は避けたい日等。あらかじめ開催日を決めておくか、どうか。原則として平日昼間に開催したい。多くの意見を出していただくため、状況によりグループで討議を行い、全体会議でまとめていきたい。市議会の傍聴心得を準用してはどうか。（別紙参照）委員会の審議結果について、会議資料とともに会議概要を伊那市のホームページ上で公表することとする。会議内容により、委員長が必要と判断した場合、或いは委員から非公開との意見があった場合、委員長は委員会に諮って非公開とすることができる。重点対象を決めて委員会を進めたい。（生ごみ、紙ごみ、マイバック等）
傍聴に係る遵守事項について会議概要の公表について会議を非公開とする場合

ごみごみごみごみ減量化減量化減量化減量化・・・・資源化推進委員会資源化推進委員会資源化推進委員会資源化推進委員会におけるにおけるにおけるにおける確認事項確認事項確認事項確認事項

委員会におけるグループ討議について
委員会の開催時期について委員会の開催頻度について
委員会の開催時間帯について

重点対象について

項目



確認又は提案内容 確認又は協議の結果実施する必要はあるか。実施してはどうか。7月市報の文書配布に併せて、アイデア募集を行い、応募のあったアイデアについて委員会でも検討していただきたい。提言については長期、中期、短期目標に分類をしたい。平成２２年度予算に反映するには、遅くとも１１月までに提言することが必要

学習会について先進地視察（時期）について
項目

委員会の提言の時期について
市民からのアイデア募集について施策の目標期間の設定について


